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総人口のピーク 高齢者人口のピーク14歳以下 15～64歳 65歳以上 高齢化率

基本構想

基本計画

実施計画

8年間

8年間 検証
評価

見直し

3年間

基本構想

基本計画

実施計画
毎年度、評価・見直し

2021年度
令和3年度

開始年度

2024年度
令和6年度

中間年次

2028年度
令和10年度

目標年次

羽ノ浦
27.9%

那賀川
18.6%

見能林
13.6%

富岡
12.3%

中野島 5.3%

桑野 4.5%

長生 2.9%

大野 2.4%

新野 2.2%
橘 1.4%

福井 1.3% 加茂谷 1.0%
椿 0.7%

宝田5.9%
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19
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19
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19
85
年

19
90
年

19
95
年

20
00
年

20
05
年

20
10
年

20
15
年

20
20
年

20
25
年

20
30
年

20
35
年

20
40
年

20
45
年

20
50
年

20
55
年

20
60
年

ニ
イ
マ
ル
ニ
イ
ハ
チ

我
が
ま
ち
を
、
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
。

策
定
し
ま
し
た

阿
南
市
総
合
計
画

２
０
２
１
▼
２
０
２
８

人
口
減
少
社
会
を
前
向
き
に
捉
え
、
す
べ
て
の
市
民
の
力

を
結
集
し
、
未
来
に
対
す
る
夢
と
希
望
、
そ
し
て
環
境
の

変
化
や
多
様
化
に
適
応
す
る
〝
し
な
や
か
さ
〞
を
持
っ

て
、
前
例
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
す
る
、
す
な
わ
ち

「
戦
略
的
に
縮
む
」
こ
と
を
目
標
に
、
令
和
の
時
代
の
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

2060年（推計）

2060年（推計）

2060年の総人口（推計）に占める
地区人口の割合

人口・高齢化率の推移と将来推計 人口ピラミッドの変化

総人口　計73,019人

女性 37,675人男性 35,344人

女性 18,422人男性 19,434人

総人口　計37,856人

2015年の人口を「100」とした場合の
2060年における地区別人口の変化指数（推計）

52,841人

41.3%

37,856人

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
平

成
　
年
度
推
計
等
を
基
に
、
本
市
の
将
来
人

口
を
推
計
し
た
と
こ
ろ
、
２
０
４
０
年
に
は

約
５
万
３
千
人
、
２
０
６
０
年
に
は
約
３
万

８
千
人
と
、
今
後
40
年
間
で
、
総
人
口
は
半
数

近
く
ま
で
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
１
５
年
か
ら
２
０
６
０
年
に
か

け
て
の
年
齢
構
成
比
の
変
化
を
み
る
と
、
年

少
人
口
( 
歳
以
下
)は
12
・８
％
か
ら
９
・７

％
に
低
下
す
る
一
方
、
老
年
人
口
(
65
歳
以

上
)
は
30
・
６
％
か
ら
41
・
３
％
に
高
ま
る
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
を
背
景
に
、
労
働
力
不
足
が
深
刻

３０

14

椿（伊島）

福井

新野

桑野

長生

大野

那賀川

羽ノ浦 中野島

宝田

橘

富岡

見能林加茂谷

　

２
０
１
５
年
の
人
口
を
「１
０
０
」と
し
た
場

合
の
２
０
６
０
年
に
お
け
る
人
口
変
化
指
数

(
推
計
)
を
地
区
別
に
み
る
と
、
加
茂
谷
・
新

野
・
福
井
・
椿
(
伊
島
)
地
区
の
人
口
は
、
２
割

程
度
ま
で
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
６
０
年
に
お
け
る
人
口
の
分
布

は
、
総
人
口
の
46
・
５
％
が
那
賀
川
・
羽
ノ
浦

地
区
に
集
中
し
、
人
口
の
偏
在
が
顕
著
に
な
る

と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

な
社
会
問
題
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
労

働
力
の
確
保
と
労
働
生
産
性
の
向
上
は
急
務

の
課
題
と
い
え
ま
す
。

　

本
市
は
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
(
１
９
７
１
年

か
ら
１
９
７
４
年
の
間
に
生
ま
れ
た
世
代
)
の

人
口
規
模
が
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
た
め
、
国

や
県
に
比
べ
、
高
齢
者
人
口
の
ピ
ー
ク
は
早
く

訪
れ
ま
す
。
ま
た
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
も
早
く
進
行
し
、
そ
の
速
度
は
、
今
後
更
に

加
速
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

100%以上
80％～100%
60％～80％
40％～60％
20％～40％
20％未満

生産年齢人口は半減する見込み
２０１５年 ４１,０９０人  →  ２０６０年 １８,５４３人
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本市には、国内有数の企業が立地しており、県内外に誇れる豊かな

今後は、四国横断自動車道や阿南安芸自動車道の開通を視野に入

市民がしあわせを実感するためには、心身の健康はもとより、安全で

チャレンジ精神の醸成により、地域課題の解決やまちの将来に対する

長期ビジョン（2060年への道標）
みちしるべ

将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け

　

ま
た
、
「光
の
ま
ち
」な
ど
、
本
市
の
〝
顔
〟
と

し
て
の
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
も
と
よ
り
、
地

域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
な
ど
の
新
事
業
の
創

出
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
な
ど
に
取
り
組

み
、
移
住
・定
住
の
促
進
や
関
係
・交
流
人
口
の

拡
大
に
つ
な
げ
、
地
域
の
活
力
を
創
出
し
ま
す
。

　

　

本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
た
今
、

す
べ
て
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
し
あ
わ
せ
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
「
持
続
可
能
な
社
会
」
の

形
成
に
向
け
て
は
、
こ
れ
ま
で
本
市
の
経
済

や
暮
ら
し
を
支
え
、
け
ん
引
し
て
き
た
個
性

豊
か
で
多
様
な
企
業
・
産
業
の
更
な
る
成

長
・
発
展
を
基
盤
に
、
ま
ち
の
魅
力
や
強
み
に

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
更
に
磨
き
を
か
け
、

未
来
に
つ
な
い
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

基礎調査の結果、2028年の都市像及び基本
政策については、要約して掲載しています。
詳しくは、こちらをご覧ください。

企画政策課（☎22-3429）へ

キャッチフレーズ（副題）

細川眞文さん（羽ノ浦町）

問い合わせは

表紙・裏表紙デザイン

須藤剛志さん（東京都青梅市）


